
田
中
市
議
の
参
加
し
た
４

班
（
加
藤
俊
郎
代
表
）
の
重

茂
公
民
館
に
は
前
議
長
の
前

川
昌
登
氏
、
前
市
議
の
横
田

有
平
氏
、
重
茂
漁
協
の
山
崎

義
広
組
合
長
な
ど
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

報
告
後
の
意
見
交
換
会
で

は
台
風
19
号
災
害
に
と
も
な

う
要
望
な
ど
が
続
出
し
ま
し

た
。
記
録
的
な
豪
雨
量
に
よ

る
河
川
の
氾
濫
で
宅
地
の
決

壊
や
山
手
か
ら
の
土
砂
災
害

な
ど
の
復
旧
事
業
へ
の
質
問

が
大
半
で
し
た
。

土
砂
流
出
に
よ
る
個
人
宅

地
等
の
復
旧
に
行
政
支
援
の

早
期
具
体
化
を
望
む
と
同
時

に
停
電
や
断
水
、
集
落
の
孤

立
化
な
ど
今
後
の
対
応
で
は

以
下
の
要
望
が
で
ま
し
た
。

〇
石
浜
、
千
鶏
な
ど
南
へ
の

道
路
復
旧
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
災
害
が
ま
た

心
配
さ
れ
る
、
新

し
い
道
路
を
つ
く

っ
て
欲
し
い
。

〇
停
電
も
困
る
が

そ
れ
以
上
だ
っ
た

の
が
断
水
で
、
水

の
有
難
味
を
痛
感

し
た
。
新
た
に
水

源
地
を
整
備
し
て

欲
し
い
。

〇
集
落
人
口
を
維
持
す
る
た

め
、
被
災
者
が
住
め
る
公
営

住
宅
を
整
備
し
て
欲
し
い
。

落
合
議
員
が
参
加
し
た
川

井
地
域
小
国
振
興
セ
ン
タ
ー

（
９
名
）
で
は
来
年
３
月
で

終
了
す
る
地
域
創
造
基
金
に

代
わ
る
財
政
的
支
援
を
望
む

要
望
や
台
風
10
号
で
決
壊
し

た
市
道
復
旧
工
事
が
い
ま
だ

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の

不
満
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
、
西
ヶ
丘
地
区
セ
ン

タ
ー
（
11
名
）
で
は
、
北
部

環
状
線
、
三
陸
沿
道
整
備
に

伴
い
交
通
量
増
加
が
予
想
さ

れ
信
号
機
の
設
置
を
望
む
要

望
や
、
台
風
19
号
襲
来
時
に

防
災
放
送
で
バ
ス
運
行
休
止

情
報
を
出
す
べ
き
だ
っ
た
、

と
い
う
指
摘
等
が
出
さ
れ
、

出
席
議
員
か
ら
回
答
・
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。
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芦別市では効果の薄れた

原因に石油価格の低下と同

時に資源として活用すべき

林地残材の集積課題をあげ

ます。市は国有林の伐採処

理に関する法改正で、枝打

ちや伐採後の木材を現場に

放置することが可能になっ

たことに加え、王子製紙な

どのパルプ活用との競合も

生じ、チップ原料の林地残

材の取得価格（コスト）が

輸送費などで

高くなってい

ることも指摘

しました。

木質バイオ

マス開発協同

組合の吉井理

事長は、組合員の素材業者

（３社）に事業に必要な木

材量の確保を義務付けてい

ると現状を説明しました。

ボイラーの燃焼状況視察

需要先の健民センターの

中核施設である「スターラ

イトホテル」は改修工事中

で営業していませんでした

が、ドイツ製ボイラーの燃

焼状況も視察できました。

休業は協同組合の売り上

げに直接影響しますが、化

石燃料から抜け出し、地域

内経済循環と地球温暖化抑

止の意味を理解して、頑張

ろうとする市や「組合」の

頑張りには、共感すること

が出来ました。

19
日
か
ら
議
会

報
告
会
が
始
ま
っ

た
。
７
月
に
は
女

性
、
若
者
の
参
加

も
意
識
、
高
校
生

も
参
加
し
た
会
が
行
わ
れ
50

人
が
参
加
▼
会
は
21
人
の
議

員
が
４
班
に
分
か
れ
、
３
日

間
行
う
。
だ
が
市
民
の
関
心

は
低
く
、
そ
れ
は
議
会
傍
聴

に
も
表
れ
る
。
県
の
市
議
会

研
修
会
で
は
議
会
へ
の
厳
し

い
評
価
も
▼
議
会
の
機
能
は

市
政
の
監
視
。
研
修
会
で
講

師
の
北
川
氏
（
元
三
重
県
知

事
）
は
、
監
視
で
き
て
い
な

い
実
態
を
元
に
、
で
な
け
れ

ば
「
政
策
提
言
」
を
と
の
べ

た
▼
議
決
機
能
が
本
筋
な
の

ほ

ん
す
じ

に
、
そ
こ
に
は
諦
め
の
評
価

あ
き
ら
め

も
漂
う
。
全
国
市
議
会
議
長

た
だ
よ

会
（
高
知
市
）
の
そ
れ
は
違

っ
た
。
講
師
の
中
島
岳
志
教

授
は
ズ
バ
リ
、
課
題
は
チ
ェ

ッ
ク
機
能
の
充
実
▼
研
修
目

的
は
会
場
を
意
識
し
、
坂
本

竜
馬
の
幕
藩
体
制
の
転
換
へ

「
戦
中
八
策
」
。
議
会
活
性

化
へ
「
八
策
」
を
練
り
上
げ

た
。
監
視
と
と
も
に
提
言
は

議
会
に
求
め
ら
れ
る
機
能
。

会
を
契
機
に
奮
起
が
必
要
！

４
班
体
制
で
議
会
報
告
会
を
実
施

災
害
対
応
や
地
域
協
終
了
後
で
要
望

林
野
庁
の
長
野
麻
子
木
材

利
用
課
長
は
「
み
ん
な
で
ウ

ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
」
を
副
題

に
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
ま

し
た
。

①
森
林
資
源
の
現
状

森
林
の
蓄
積
は
、
こ
の
半

世
紀
で
52
億
立
方
と
大
幅
に

増
え
、
特
に
人
工
林
が
５
倍

に
な
り
、
半
数
は
51
～
55
年

生
で
伐
期
を
迎
え
て
い
る
。

②
成
長
産
業
化
の
兆
し

国
内
工
場
の
国
産
材
の
利

用
割
合
は
08
年
と
比
べ
、
製

材
で
昨
年
ま
で
に
５
ポ
イ
ン

ト
、
合
板
で
13
ポ
イ
ン
ト
増

加
。
輸
出
額
で
は
２
２
８
億

円
増
の
３
５
１
億
円
。
国
産

材
供
給
量
は
１
３
９
％
増
の

３
０
２
０
万
立
方
。
自
給
率

は
８
ポ
イ
ン
ト
増
の
37
％
。

林
業
の
労
働
生
産
性
（
１
人

１
日
の
素
材
生
産
量
）
で
は

主
・
間
伐
共
に
増
え
、
林
業

従
事
者
の
構
成
で
は
10
年
か

ら
５
年
間
に
若
年
者
１
ポ
イ

ン
ト
減
の
17
％
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
率
は
４
ポ
イ
ン
ト

増
の
25
％
と
各
指
標
を
紹
介

し
、
成
長
産
業
化
の
兆
し
が

出
て
い
る
。

③
木
材
利
用
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

人
口
減
で
新
設
住
宅
着
工

数
の
減
少
を
見
込
み
、
低
層

住
宅
の
外
材
か
ら
国
産
材
へ

の
切
り
替
え
、
中
高
層
住
宅

や
住
宅
以
外
の
建
築
物
の
木

材
利
用
の
促
進
へ
、
国
交
省

と
の
連
携
・
協
議
を
紹
介
。

19
日
か
ら
の
議
会
報
告
会
は
21
日
ま
で
夜
６
時
半
か
ら
市
内
の
各
会
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
田
中
、
落
合
両
市
議
の
参
加
し
た
様
子
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

再
生
エ
ネ

高まる国産材利用

都
市
木
造
化
へ

宮
古
市
議
会
は
北
上
、
久

慈
、
滝
沢
市
で
実
施
し
て
い

る
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

の
導
入
を
検
討
中
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会
（
橋
本

久
夫
委
員
長
）
で
は
来
年
度

か
ら
の
実
施
を
視
野
に
29
日

ま
で
に
会
派
の
意
見
を
集
約

し
た
う
え
で
年
内
に
は
規
定

づ
く
り
を
終
え
、
１
月
上
旬

に
は
議
長
決
済
を
経
て
規
定

を
告
示
す
る
日
程
で
す
。

公
募
を
中
心
に
市
内
在
住

18
歳
以
上
、
20
人
定
員
で
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
に
モ
ニ
タ
ー
制
度

支
援
の
早
期
具
体
化
を 開会の挨拶をのべる加藤俊郎（右奥２人目）代表

基
金
に
代
わ
る
支
援
を

吉井理事長（左）と話し合う田中議員


